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 事業概要 

国産ロケットエンジンおよび超⾳速エンジンの開発において, ノズルや燃焼器に関する評価やそれ
に関連する基礎研究を数値解析により実施する. 

 
参考 URL: http://www.mech.kyutech.ac.jp/rfd/index.html 

 

 JSS2 利用の理由 

国産ロケットエンジンおよび超⾳速エンジンの開発において, 学術的・実⽤的に重要な流体燃焼現象
を明らかにし, 効率的な数値計算⼿法を開発する. 

 

 今年度の成果 

超⾳速流れにおける⾼運動量流束⽐のスリット⽔素噴流に関する 3 次元数値解析を実施し, 混合を
評価した. その結果, ⽔素噴流が主流に強く貫通することや, ⽔素噴流が横⽅向に運ばれて広範囲に
分布していることが⽰された(図 1). また噴流周りに存在する複数の縦渦が噴流を巻き込み, 主流と混
合していることが確認された(図 2). この混合過程は, 噴流の軌道や渦の強さに影響されており, 運動
量流束⽐や圧⼒⽐に強く依存していることが分かった. 

 

ロケットエンジンおよび超音速飛翔体用エンジンに関する燃焼流体の研究 
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図 1: 時間平均⽔素質量分率分布 

 

 
図 2: 速度で⾊付けした Q 値(50)の分布 

 
 

 成果の公表 
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 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利⽤量 

総資源に占める利⽤割合※1 (%)：0.12 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利⽤割合※2 (%) 

SORA-MA 1,012,583.98 0.12 
SORA-PP 0.00 0.00 
SORA-LM 0.00 0.00 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
/home 123.98 0.13 
/data 1,239.78 0.02 
/ltmp 25,390.64 2.17 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利⽤量(TiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
J-SPACE 0.00 0.00 

 
※1 総資源に占める利⽤割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利⽤割合の加重平均 
※2 資源の利⽤割合：対象資源⼀年間の総利⽤量に対する利⽤割合 
 

プロセス並列⼿法 MPI 
スレッド並列⼿法 OpenMP 
プロセス並列数 8 - 12 
１ケースあたりの経過時間 141 時間 
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